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24年度重点目標

１　参加と協働のまちづくりの推進
２　地域内分権確立に向けた「第４ステージ」の展開
３　交流・文化の拠点づくり
４　上田地域定住自立圏の推進
５　地域活性化プロジェクトの推進

　昨年４月に施行された自治基本条例の理念の具体化とし
て市民協働の推進の検討、自治会活動支援、地域リーダー
の育成、わがまち魅力アップ応援事業の制度見直しなど地
域活性化を推進します。
　また、今年度を地域内分権の確立に向けた第４ステージ
のスタートと位置付け、地域主体のまちづくりに向けて地
域協議会と自治会や各種の活動団体との協議を進め、地域
予算の活用や地域経営会議の設立を目指します。
　交流・文化施設は地域経済への波及効果が表れるよう今
年度に着工し、設計概要、工事概要の市民への説明を進め
るとともに開館に向けた体制づくりを進めます。
　新たな広域連携の枠組みである上田地域定住自立圏は、
昨年策定した共生ビジョンに基づいて具体的な事業を推進
し、必要に応じて見直しを行います。また、上田地域広域
連合や県との連携を進めます。
　地域を活性化するプロジェクトとして再生可能エネル
ギーの利活用の検討を進めるほか、長期的な視点で真田を
生かしたまちづくり、経済・雇用対策などを進めます。
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今年度着工予定の交流・文化施設（イメージ図）

　  行政改革推進室　TEL23・5163

24年度重点目標

１　地域内分権確立に向けた「第４ステージ」の展開
２　住民主体の地域づくり活動の促進

　地域課題の解決や地域の個性、特性を生かしたまちづく
りなどについて、地域の皆さんと行政が一体となって検討
を行う場づくりに向け、地域協議会や自治会、関係団体な
どと懇談を行いながら取り組みます。
　地域まちづくり方針の実現や地域の魅力づくりに向けた
住民の主体的な地域づくり活動を支援します。

上田地域自治センター

2



24年度重点目標

１　地域防災力の強化および被災地・
被災者などへの継続的な支援

２　「第二次上田市行財政改革大綱」の
推進

３　ICT部門の業務継続計画（BCP）の
策定および情報セキュリティ対策
の強化

４　情報プラザの構築に向けた取組
５　人材育成基本計画に基づいた職員

の育成と定住自立圏構想に基づく
人材交流の推進

　東日本大震災の教訓を踏まえ、防災
用資器材の補助の充実など自主防災組
織の活性化と各種研修会により市民の
防災意識の高揚を図り、地域防災力の
強化に取り組みます。また、被災地支援
を引き続き行い、市民団体と連携して
市内避難者の交流事業に取り組みます。
　第二次行革大綱に基づき、限られた
経営資源を有効活用し、効果的で効率
的な行政経営を推進します。
　情報システムに関する業務継続計画
を策定し、災害など緊急時における市
の窓口業務などを継続させるための体
制を整えます。
　市民生活に密接する行政情報とまち
づくり活動などの推進に役立つ地域情
報を整理し、市民と行政の双方が情報
を発信および入手できる新しいサービ
スとして、情報プラザの構築を目指し
ます。広報・広聴事業では、広報紙の
紙面内容、各媒体の特徴を生かした情
報提供のあり方、市民参加の仕組みづ
くりを検討します。
　生活者起点、市民第一主義の基本理
念のもと、職員の意識改革と資質の向
上を図り、一層のサービス向上を目指
します。

総務部

24年度重点目標

１　健全な財政運営のための予算編成
と予算執行管理

２　効果的・効率的な収納対策による
市税など収納率の向上

３　公平・適正な課税の推進
４　地域予算の充実
５　遊休財産・土地開発公社保有土地

の処分の推進
６　公有財産の適正な管理と利活用

　景気の低迷により、引き続き厳しい
財政状況が見込まれますが、地域予算
の充実にも配慮した新市の成長・発展
期のまちづくりを着実に推進するた
め、適切な財源の確保や事業の選択と
集中による予算編成を行い、将来にわ
たり安定的な財政基盤の確立が図られ
る財政運営を行います。
　市税等納付案内センターを活用した
新たな滞納の発生防止に努め、長野県
地方税滞納整理機構や関係機関との連
携を密にし、効率的な収納対策を進め、
市税などの収納率の向上を図ります。
また、税の公平性・信頼性を確保する
ため、税のしくみなどに関する広報や
未申告者対策などに取り組み、適正な
課税を推進します。
　公有財産の利活用および処分計画に
基づいて、遊休地の処分などを積極的
に進めます。

財政部

24年度重点目標

１　地球温暖化防止対策の推進と放射
線を含む生活環境の保全

２　資源循環型社会の形成に向けたご
み減量化の推進

３　犯罪や交通事故のないまちづくり
と暴力団排除の推進

４　人権が尊重され男女がともに参画
できるまちづくり

５　外国籍市民への支援と多文化共生
のまちづくり

６　市営住宅の環境整備と使用料の収
納率の向上

　再生可能な自然エネルギーの利活用
について、上田市の地域性と民間活力
を生かした取組を進めます。また、太
陽光発電の導入や防犯灯のLED化を推
進するとともに、環境放射線測定を引
き続き継続的に実施します。
　上田地域広域連合が進める資源循環
型施設（ごみ焼却処理施設など）の建設
候補地選定に向け、広域連合と連携を
密にして対応します。また、生ごみの
資源化に向けたモデル事業を実施しま
す。
　新たに制定した暴力団排除条例に基
づき、市民、事業者と協働して暴力団
の排除を進めます。また、子どもと高
齢者の事故を防ぐための交通安全教室
の開催や防犯パトロールによる犯罪抑
止に努めます。
　上田市人権施策基本方針の改訂、多
文化共生社会の形成に向けた各種取組
を行います。また、市営住宅の環境整
備を図ります。

市民生活部

特集　重点目標

３月に行われた被災者支援の
「春のおんがく村キャンプinうえだ」

「税金はなぜ必要なのか」をテーマとした
社会科の租税教室（武石小）

保育園での放射線測定
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24年度重点目標

１　上小医療圏地域医療再生計画に基
づいた地域医療提供体制の確立

２　生涯健康ではつらつと暮らせる健
康づくり事業の推進

３　安全・安心な医療の提供と地域の
周産期医療の推進

４　第二次地域福祉計画の策定と更な
る地域福祉の充実

５　第５期高齢者福祉総合計画の推進
６　国保財政の健全な運営と医療費適

正化に向けた保健事業の推進

　地域の中核病院である信州上田医療
センターの機能強化のため、同セン
ター内の地域医療教育センターが行う
事業を継続的に支援するとともに、内
科・小児科初期救急センターの利用を
促進します。
　生涯を通じた健康づくりを推進する
ため、新たに「上田市民総合健康づく
り計画」を策定し、健康づくり事業の
実施、食育の周知、検診の受診率向上
に取組みます。
　４月に移転新築した市立産婦人科病
院では、より安全・安心な医療を提供
し、地域の周産期医療を推進します。
　地域福祉を更に推進するため、その
指針となる「第二次地域福祉計画」を策
定します。また、上小圏域成年後見支
援センター開設による相談支援体制の
充実、生活支援・障害者福祉など地域
福祉の更なる充実に努めます。
　高齢者が住み慣れた地域で安心して
生活できるよう、地域包括ケアや認知
症地域支援施策推進事業を推進し、介
護保険や国民健康保険などの健全な運
営の確保と医療費適正化に向けた保健
事業の推進に努めます。

健康福祉部

24年度重点目標

１　上田市保育園等運営計画に基づく
保育施設の整備

２　発達支援事業の強化・充実
３　多様なニーズに応える保育サービ

スの充実
４　きめ細かな子育て支援施策の充実
５　次世代育成支援対策の推進

　上田市保育園等運営計画に基づき、
老朽化の著しい神科第一保育園の改築
を進め、あわせて神川地区統合保育園
の建設候補地の早期決定を目指しま
す。
　発達相談センターの専門スタッフの
増員を行い、定住自立圏の取組として
関係市町村と連携して行う保育所職員
研修などを通して、発達の気になる児
童の支援体制の強化・充実を図ります。
　延長保育や一時預かり、休日保育な
どの特別保育の利用料金や料金体系を
見直し、更なる保育サービスの充実に
向けて検討を進めます。また、定住自
立圏の取組として、長和町および青木
村と連携して病児保育センター事業を
推進します。
　児童虐待予防やひとり親世帯への支
援を始め、子育てサポーターの養成、
子育て支援センター事業の充実、市立
産婦人科病院内に移転した子育て支援
施設「ゆりかご」の利便性の向上を図る
など、きめ細かな子育て支援施策の充
実につなげます。
　幼保小の連携強化を図るため、保育
士と小学校教員の交流事業をモデル事
業として実施します。

こども未来部

24年度重点目標

１　地域･市民と協働した観光資源の
魅力向上と新たな観光素材の創出

２　意欲ある中小企業支援強化の推進
と地域経済の活性化

３　上田のファンを増やす観光基盤整
備

４　若年者を中心とした就業支援
５　商店街の主体的活動支援による市

街地活性化

　地域･市民と協働して魅力ある観光
資源を活用したイベントを展開し、北
陸新幹線金沢延伸を好機と捉え広域観
光施策を行います。また、真田十勇士
の「信州上田おもてなし武将隊」などに
よりおもてなしの心の醸成を図り真田
氏ブランドを通じた上田ファンを増や
す施策を行います。
　事業所訪問、地域経済連絡会議など
により地域経済の状況把握と情報発信
を行い、企業誘致、企業留置の推進を
図ります。さらに定住自立圏構想によ
り広域的産学官連携による企業の競争
力強化に対し支援を行います。
　新卒者、若年者の就業に関して各種
セミナーを開催するなど重点的に支援
します。また専門の相談員による求職
相談、生活相談を関係機関と連携して
取り組みます。
　中心市街地については、商店街を中
心とした真田十勇士のモニュメントの
設置事業や「美

お

味
い

だれで委員会」の活動
を支援するなど商店街などの主体的活
動を支援し活性化を図ります。

商工観光部

お揃いのエプロンを着用して
活動中の「子育てサポーター」

上田城などで観光客をもてなす
「信州上田おもてなし武将隊」

４月１日にオープンした
市立産婦人科病院
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24年度重点目標

１　農地の有効利用、遊休荒廃農地の
解消並び鳥獣被害対策の推進

２　地産地消と都市農村交流の推進
３　豊かな森林の未来への存続
４　農村環境の保全と生産活動を促進

する基盤の整備
５　人・農地プラン（地域農業マスター
プラン）の策定

　遊休荒廃農地の解消による優良農地
の確保と農地の集積を促進し、生産性
と食料自給率の向上を図ります。また、
鳥獣から農作物を守るため、地域住民
と協力し、集落単位の広い範囲で侵入
防止柵の設置などを実施します。
　生産者の顔が見える安全・安心・新鮮
な食材を市民に提供するとともに、地
域に根付いた農業の発展を目的とし
て、地産地消や６次産業化を推進しま
す。
　国の「森林・林業再生プラン」の方針
に従い、搬出間伐を中心とした森林整
備を推進し、停滞する木材需要の増加
を図ります。
　今後、更新時期を迎える用排水路や
農道などの農業用施設について、機能
診断による劣化状況を調査し、計画的
な補修や更新を行い、施設の延命化を
図ります。
　集落・地域が抱える人と農地の問題
解決に向け、「人・農地プラン」（地域農
業マスタープラン）を作成し、農地集
積の促進と新規就農者を確保します。

農林部

24年度重点目標

１　にぎわいと交流のまち創りに向け
た道路網の整備・促進

２　バス・鉄道などの公共交通活性化
の推進

３　安全・安心な都市環境の整備
４　生活快適都市を目指したまちづく

り計画の推進
５　潤いのある快適な生活環境の創出

　上田地域30分（サンマル）交通圏構
想実現に向けた市道神畑原峠線など幹
線市道５路線の整備推進や国道18号
上田バイパス、国道144号上野バイパ
スなどの広域幹線道路網整備を促進し
ます。
　路線バスや別所線など公共交通につ
いて、「乗って残す」を基本に利用を促
進し、新たなバスの運賃低減施策を策
定し、維持および活性化を図ります。
　災害に強い安心して住めるまちづく
りを進めるため、市道丸子小牧線のト
ンネル工事や市道橋梁補修、矢出沢川
などの総合治水対策や公共建築物の耐
震補強による安全・安心な都市環境の
整備を進めます。
　生活快適都市を目指し、景観計画や
都市計画マスタープランの策定に取り
組みます。また、魅力ある快適な都市
公園などの整備や市民との協働による
花と緑のまちづくりを推進し、潤いの
ある快適な生活環境を創造します。

都市建設部

24年度重点目標

１　消防団活動体制の充実強化による
防災力の向上

２　市民への防火対策の強化および応
急手当の普及の促進

３　消防水利の充実・強化
４　上田広域消防本部体制の充実・強

化の推進

　地域の防災力の要であり、地域に密
着した活動を行っている消防団の災害
拠点施設や消防車両を始めとする消防
装備の整備強化を計画的に行い、関係
機関の協力を得ながら引き続き消防団
員の確保に努めます。
　市民の皆さんが防災に関心を持ち、
防災の担い手となっていただくため、
自主防災活動の指導促進を図るととも
に、子どもたちへの防火防災知識の普
及を図ります。
　救命率の向上のため、AEDの使用方
法を含めた講習会を積極的に実施し、
応急手当の重要性を認識していただく
よう普及啓発を促進します。
　防火水槽、消火栓などの消防水利施
設を計画的に整備し、消防力の向上を
図ります。
　上田地域広域連合消防本部で進めて
いる施設整備事業、消防車両更新など
計画的な資機材の整備事業を推進しま
す。

消防部

特集　重点目標

遊休荒廃農地を活用した
薬草の試験栽培

市道上田橋中島線消防団車両受入式
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24年度重点目標

１　安全・安心なまちづくりと環境に
配慮した地域づくり

２　鹿教湯を中心とした温泉地づくり
と観光の振興

３　市民協働でつくる元気なまちづく
り

４　地域の特性を生かした産業の振興
５　明るく親切な市民満足度の高いセ

ンターづくり

　地域の皆さんと協力して防犯パト
ロールを継続実施し、災害時要援護者
登録制度による住民支えあいマップづ
くりを支援します。また、豪雨時の水
害や土砂災害の対策事業を推進しま
す。
　ごみの減量に向けた広報活動や美化
監視活動を実施し、安全・安心で環境
に配慮した地域づくりを目指します。
　鹿教湯の地域資源である温泉を安定
供給するための体制を強化し、鹿教湯
温泉ファンを増やす、鹿教湯温泉再生
計画の策定に関係者と取り組みます。
　にぎわいのあるまちづくりに向け
て、ファーストビルの活用、丸子修学
館高等学校、上田市商工会とのパート
ナーシップ協定による住民参加のまち
づくりに向けた取組を進めます。あわ
せて、高齢者や子育て世代を意識した
まちなかのインフラの整備を進めま
す。循環バス「まりんこ号」の運行形態
を見直し利便性を高めます。
　商業者が進める自発的な活性化策
や、上田市商工会および地域の工業団
体の新産業への取組を支援します。
　来庁した市民から来てよかったと思
われる市民の目線に立った行政サービ
スの提供に取り組みます。

丸子地域自治センター

24年度重点目標

１　地域公共交通の推進
２　真田地域の観光と農業を生かした

地域づくり
３　地域内分権確立に向けての住民自

治組織の検討
４　ラグビーワールドカップ2019に

向けた受入体制および関連施設等
の検討

５　災害時要援護者登録制度の推進

　真田地域公共交通利用促進協議会に
より、住民・事業者・行政が一体となり、
路線バスの利用促進に向けた広報と啓
発活動を進めます。
　真田氏発祥の郷としての歴史・観光
資源を生かしたまちづくりとして、真
田氏歴史館特別展の開催や観光ルート
整備による観光客の増加を目指しま
す。また、ラグビーワールドカップ
2019に向け、菅平高原の合宿地とし
ての受入体制を検討します。
　更なる地域内分権確立のため、地域
協議会の意見書に沿った「地域づくり
委員会」の機能強化を図りながら、今
後の住民自治組織のあり方を検討しま
す。
　安全で安心な地域を確立するため、
要援護者登録制度を平成25年度末ま
でに全自治会で取り組めるよう推進
し、災害発生時のみならず日頃から地
域の助け合いの心の醸成に努めます。

真田地域自治センター

24年度重点目標

１　災害に強い地域づくりの推進
２　雲渓荘の現状の周知と今後のあり

方の検討
３　武石地域全域公園化構想による地

域づくり
４　市民協働による獣害柵と緩衝帯の

設置支援

　安全で安心して住める地域を確立す
るため、災害時要援護者登録制度を全
自治会で取り組めるよう推進します。
　地震や土砂災害などが発生した際の
対応を想定したマニュアル作りや訓練
を行い、オフトークに代わる災害時情
報伝達手段について検討し、安らかで
快適に暮らせる地域づくりを目指しま
す。
　近年、利用者が減少し経営が厳しく
なっている雲渓荘の現状について、市
民に説明し、今後のあり方について検
討します。
　平成22年度に自治会と地域協議会
が協働して定めた武石地域全域公園化
の提言に基づき、苗木などの支給や植
栽を促進します。また、獣害対策の実
施、緩衝帯の整備、地域の特性にあっ
た手づくり事業の実践など美しい農山
村風景の保存と創出を図る活動を地域
に広げていきます。

武石地域自治センター

丸子公民館前の依田川に
かけられた鯉のぼり

路線バスの
利用促進啓発ポスター

４月25日に開催した
武石地域自主防災組織リーダー研修会
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24年度重点目標

１　災害に備えた施設・組織づくり
２　経営効率化の推進
３　上水道事業と簡易水道事業の統

合、安全でおいしい水の安定供給
４　快適で持続可能な水環境の創造と

資源の地域循環の推進
５　塩田、川西地区の県営水道の統合

推進

　上下水道施設は、市民生活を支える
重要な施設であることから、基幹管路
の耐震化や浄水場の耐震診断などを行
い、災害に備えた施設づくりを進め、
更に技術伝承研修や想定訓練を行い、
災害に備えた組織づくりを進めていき
ます。
　経営の効率化に向け、計画的な事業
実施を図り、窓口サービスの向上など
の経営改革にも取り組みます。上水道
については、安全でおいしい水を安定
供給するために、引き続き湧

ゆう

水
すい

水源の
改修、水質検査の充実および浄水場原
水のセシウム検査を行い、下水道につ
いては、良好な水環境の保全のために
未整備地区の早期整備を図ります。
　塩田、川西地区の県営水道の統合に
ついては、諸課題を引き続き検討して
いきます。

上下水道局

24年度重点目標

１　「上田市教育支援プラン」の推進
２　学校施設の耐震化推進と教育環境

の整備
３　未来へつながる市民文化の創造と

地域に伝わる文化遺産の継承
４　生涯学習の推進による地域の教育

力の醸成
５　生涯スポーツ活動の推進とスポー

ツ環境の整備

　上田市教育支援プランをもとに、家
庭、地域、学校、行政が一体となって、
個人に応じたきめ細やかな教育を推進
します。
　児童生徒が１日の大半を過ごし、災
害時の避難場所にもなっている小中学
校施設の耐震化および改築を計画的に
進め、安全で安心して学べる教育環境
をつくります。
　市民の文化活動の新たな拠点として
整備される交流・文化施設の活用に向
けて、関係団体と協議を進めます。上
田城跡・信濃国分寺跡の整備など、歴
史的・文化的な遺産の継承を図ります。
　社会教育施設の整備や生涯学習情報
の一元化など、ハード・ソフト両面か
ら生涯学習環境を充実させ、地域が学
校を支援する取組を通して地域ぐるみ
で子どもたちを育みます。
　より多くの市民が日常的にスポーツ
に親しめるよう、スポーツの機会の拡
大と環境整備を進め、健康保持や体力
向上に加え、スポーツを通した地域コ
ミュニティの活性化など、豊かな生涯
スポーツ社会の実現を目指します。

教育委員会事務局

特集　重点目標

24年度重点目標

１　正確・適正な会計事務の取組
２　公金管理事務適正化を徹底するた

めの継続的な取組

　行政サービスを行うためには予算の
執行が常に伴います。また、現金の取
扱いについては、常に緊張感を持って
公金の管理・保管に当たることが、市
政の信頼確保に必要です。
　市役所の会計事務が法令に沿って的
確・適正に行われるよう、職員研修会
の開催、正確な伝票を作成するための
分かりやすいマニュアルの整備等の取
組を行い、迅速な支払いができるよう
に努めます。
　現金を取り扱う窓口や施設などに出
向いて行う検査を継続し、研修会の場
で職員への指導を徹底するなど、引き
続き公金管理事務適正化に取り組みま
す。
　資金運用については、安全確実かつ
効率的な運用に努めていきます。

会計管理者組織

適正な収入・支出のためのチェック染屋浄水場学校地域支援本部事業による活動
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中部電力㈱によると、平成22年並みの猛暑であった場合
でも、管内の供給予備率（※）は、5.2%（平成24年５月７日現在）の見通しとなってい
ます。しかし、全国的にみると電力供給が不足する地域もあり、９電力会社合わせ
た供給予備率は、わずか0.1%の状況です。このため今年の夏も節電の取組みへのご
協力をお願いします。
　エネルギーの消費量は、私たちのライフスタイルを変えることにより大きく減少
します。この機会に、ライフスタイルを見直してみませんか。
※予備の電力として生産・供給可能な電力量の全電力量に対する割合

省エネ

kwとkwhとは kw（キロワット）は、電力の単位で1000ワットを表します。kwh（キロワットアワー）は、電力の単位に時間を
組み合わせた単位で、例えば２kwの電力を３時間使用した場合、６kwhになります。

昨年行われた上田駅前での打ち水の様子 　  生活環境課
　　TEL23・5120

生活を見直して
節電に取り組みましょう
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　太陽熱高度利用システムは、下の図
のとおり、集熱器により集めた太陽エ
ネルギーで、不凍液を暖め、その不凍
液をポンプで貯湯槽に循環させて、給
湯と冷暖房に利用するものです。
　太陽光発電での光エネルギーの電気
への変換効率は10％台ですが、太陽
熱利用の場合は30％以上とはるかに
効率が高く、近年普及が進んでいます。
また、以前からある太陽熱温水器と比
べて、屋根に乗せる設備が集熱器のみ
のため、建物への負荷が小さいという
利点もあります。
　このシステムにも下の表４のとおり
市からの補助金がありますので、ご利
用ください。

　再生可能な自然エネルギーの一つとして、太陽エネ
ルギーを使った発電があります。今回太陽の光を使っ

た太陽光発電と太陽の熱を使った太陽熱高度利用システムを紹介します。市、国
の補助もありますので、皆さんの生活に取り入れてみてはいかがですか。

上田市は日照時間が全国トップクラス
　右の各地の年間平均日照時間グラフのとおり、上田市は全国的にも日照時間が
長く、太陽光発電・太陽熱利用に適した地域です。また、一般的に太陽電池は外
気温が低い方が発電効率が高くなりますので、上田市は適地といえます。

太陽エネルギーを活用しよう

市内ご家庭の実績
　太陽光発電とは、太陽電池を使い、太陽光エネルギーを直接
的に電力に変換する発電方式です。下の表１は、市内各地で平成22年度に住宅
に太陽光発電設備を設置した７世帯の発電量の実績で、各世帯がそれぞれ設置し
た設備の容量、その設備で発電した１年間の発電量、設備容量１kw当たりの発
電量を表しています。この実例の設備容量１kw当たり発電量の平均は、1,387kwh
ですから、市内では年間1,400kwh程度が発電できると推察できます。これは、
全国平均の設備容量約１kw当たりの年間発電量1,000kwhの約1.4倍です。太陽光
発電した電力は、自家消費分を除いた分が余剰電力買取制度により電力会社に販
売できますので、節電して自家消費電力を減らした家庭ほど多くの売電収入が得
られます。また、太陽光発電は二酸化炭素も排出しないことから、売電により火
力発電所での発電量が抑制され、結果、二酸化炭素排出量が減り、地球温暖化防
止にも繋がります。

市の住宅用太陽光発電補助制度（表２）

年　　度 １kw当たりの
補助金額

補助対象となる
出力の最大値 補助金の上限額

平成23年度 26,000円 ４kw 104,000円
平成24年度 26,000円 ６kw 156,000円

平成24年度国の太陽光発電補助制度（表３）
１kw当たりの
システム価格

１kw当たりの
補助金額

補助対象となる
出力の最大値 補助金の上限額

55万円以下 30,000円 9.99kw 299,700円
47.5万円以下 35,000円 9.99kw 349,650円

補助対象出力の上限が1.5倍に
　市では下の表２のとおり、今年度から住宅用太陽光発電設備の補助対象出力の
上限を４kwから６kwに1.5倍引き上げ、補助金の上限額を拡大しました。また、
下の表３のとおり国の補助金もあります。設備設置の際は、こうした補助金をご
利用ください。

市内での発電実績（参考）（表１）

太陽光発電設備の
設置世帯

太陽光発電設備
容量（kw）…①

年間発電量（kwh）
…②

設備容量１kwあたり
発電量（kwh）
…③＝②÷①

Aさん　西部地区 3.84 5,568 1,450 
Bさん　神科地区 4.16 5,624 1,352 
Cさん　豊殿地区 5.37 7,909 1,473 
Dさん　東塩田地区 4.48 6,030 1,346 
Eさん　中塩田地区 4.23 5,937 1,404 
Fさん　西塩田地区 4.24 5,623 1,326 
Gさん　依田地区 5.37 7,296 1,359 

平　　均 4.53 6,284 1,387 

創エネ

太陽熱
高度利用
システム

太陽光
発電

市の太陽熱高度利用システムへの
補助制度（表４）
１件当たりの
補助金額 30,000円

太陽熱高度利用システムの仕組み
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　上田商工会議所・上田市商工会・真田町商工会の３商工団体連携事業として、地域経済の活性化と消費拡大を目的
に、総額３億3,000万円の「信州上田プレミアム商品券」を販売します。
　今回の商品券は市内全地区で使用できる統一券で、昨年の県北部地震の復興支援のため、栄村産こしひかりが景品
として当たる抽選会も行われます。

信州上田プレミアム商品券販売
総額３億3,000万円！10%もお得ですお知

らせ

国友一貫斎作反射望遠鏡
特別展示催

し
　江戸時代に製作され
た反射望遠鏡（市所有）
が、重要文化財に指定
されました。この望遠
鏡は幕府お抱えの鉄砲
鍛
か
冶
じ
であった国友一

いっ
貫
かん

斎
さい
が、天保５年（1834

年）に国内ではじめて
製作したものです。こ
の望遠鏡を特別展示し
公開します。

上田ロケの映画が上映されます

『シグナル～月曜日のルカ～』
お知
らせ
　2011年８月、市民の皆さんを中心に延べ600名のエキストラを
動員した映画『シグナル～月曜日のルカ～』。作品では上田映劇を
中心に、別所線の丸窓電車や千曲川など、市内の見慣れた風景が
あちらこちらに登場します。

ロケ風景（千曲川水辺プラザ）

C2012「シグナル」製作委員会

販売内容 　１セット１万円（１万1,000円分の商品券）
　　　　　一人10セット（10万円）まで。18歳以上の方はどな

たでも購入できます（先着順）。
セット内容 　1,000円券×５枚・500円券×12枚の17枚綴り
利用方法 　中小規模加盟店では２種類の商品券が使用できま

す。大型店では1,000円券のみ使用できます。
利用期間 　６月17日㈰～11月４日㈰　
 ※利用期間を経過した商品券は無効。
被災地応援抽選会 　
　栄村産こしひかりの新米「心づくし」（５㎏）が当たる応募券が
商品券綴りに入っています。景品総額は100万円相当です。
加盟店独自の特典 　
　10%割引やポイント５倍セール、オイル交換割引、粗品進呈
など、独自の特典をつける加盟店もあります。詳細は加盟店
に直接問い合わせください。

販売日時・場所など 　
販売日時 販　　売　　場　　所

６月17日㈰
午前10時～
午後４時

上田商工会議所、塩田公民館、丸子地域自
治センター、上田市商工会武石支所、鹿教
湯温泉交流センター内（観光協会・旅館組
合）、真田町商工会館

６月18日㈪～
（土日祝日を除く）
午前９時30分～
午後４時30分

上田商工会議所、上田商工会議所塩田支所、
上田市商工会本所、上田市商工会武石支所、
鹿教湯温泉交流センター内（観光協会・旅館
組合）、真田町商工会館

※６月17日㈰に発行額に達した場合には、18日㈪からの販売はありま
　せん。
※加盟店など詳細は６月10日㈰の新聞折込チラシおよび、上田市ホー
ムページに掲載します。
　上田商工会議所　TEL22・4500
　　上田市商工会　　TEL42・2213
　　真田町商工会　　TEL72・4050

日　時 　６月２日㈯～７月８日㈰
 午前８時30分～午後５時
　　　　　（入館は午後４時30分まで）
会　場 　上田市立博物館展示室
内　容 　この反射望遠鏡は保存状態がきわめて

良好で、わが国の科学技術史上貴重な
資料とされました。あわせて取扱説明
書である覚

おぼえ

書
がき

も展示します。
休館日 　毎週水曜日
入館料 　一般250円、高校・大学生180円
 小・中学生60円
　　　　　（市内高校生以下は無料）
　上田市立博物館　TEL22・1274

日　時 　６月９日㈯よりロードショー（期間は未定）
場　所 　TOHOシネマズ上田（アリオ上田内）
入館料 　一般1,800円ほか
出　演 　三根梓、西島隆弘（AAA）、高

こう

良
ら

健吾、井上順、宇津井健ほ
か

ロケ地 　上田映劇、別所線、別所温泉駅、千曲川水辺プラザ、千曲
川堤防道路、御所フラワーロードほか

　信州上田フィルムコミッション・  観光課　TEL23・5408
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第41回上田わっしょい
参加連大募集

　７月28日㈯に開催する「第41回上田わっしょい」に参加する「連」を募
集します。真夏の夜に大勢の皆さんと爽快な汗を流してみませんか。

募
集

　福祉医療制度は、医療機関の窓口で支払った医療費のうち、保険適用になった自己負担分の一部を市が助成する制
度です。現在の福祉医療費受給者証（若草色）の、有効期限は７月31日までです。新しい受給者証は所得及び資格要件
の審査後、７月下旬に郵送します。

保険適用になった自己負担分の一部を市が助成します
福祉医療（医療費助成）制度についてお知

らせ

応募方法 　「踊り連」「みこし連」「太鼓連」
 所定の申込用紙に記入のうえ、FAXまたは電子メールで実行委員

会事務局へ。申込用紙は、下記事務局へ問い合わせいただくか、
上田市ホームページからダウンロードしてください。

応募締切 　６月14日㈭必着
応募上の注意 　
　①「踊り連」
　　参加形態の「正調」または「オリジナル（創作）」のいずれの踊り方かを必ず明記してください。なお、「踊り連」での参加に必

要な「灯ろう」のない連は購入（8,000円）または、レンタル（1,000円）してください。別途ろうそく・和紙は実費負担（800円）
となります。また、連を統率する責任者２名が着用する「勤番はっぴ」のない連も購入（１枚8,000円）または、レンタル（１
枚500円）してください。なお、最初の15分間は全参加連で「正調」を踊る予定です。

　②「踊り＆衣装コンテスト」
　　希望する連に限り審査を行い、表彰します。また、正調の踊りを練習したい方にはビデオテープ、CD、DVDを貸し出します。

気軽に問い合わせください。
　　※参加連抽選会は６月下旬に予定しています。詳細は申し込みの際にお知らせします。
　上田わっしょい実行委員会事務局（  観光課内）　TEL23・5408

注意事項 　平成24年１月１日の居住状況について
　　　　　①他市町村に居住していた受給者および世帯員は、所得（課税）証明書（省略なし）の提出が必要です。
 　②上田市に居住していた受給者および世帯員は、所得税および住民税の申告が必要です。未申告の場合は至急申

告をお願いします。
　　　　「振込口座」「加入医療保険証」が変更になった場合は、その都度届出が必要です。
福祉医療制度に該当する方 　
区分 対　　　　　象　　　　　者 所　　　得　　　制　　　限
児童 出生～中学校３年生（注１） なし

障害者

特別児童扶養手当１級

所得が特別障害者手当を受給できる範囲内の額
身体障害者手帳１・２・３級
療育手帳Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２
65歳以上国民年金法施行令別表該当者

精神障害者保健福祉手帳

１級（通院のみ）
１級

所得税非課税世帯
２級

２級（自立支援通院のみ）
本人が所得税非課税であり、扶養義務者の所得が特別障害者手当を
受給できる範囲内の額

ひとり親家庭の親と18歳未満の子
父母のいない18歳未満の子
（注２：高等学校等に在学中の場合は20歳まで延長可能）

所得が児童扶養手当を受給できる範囲内の額

高齢者 67～70歳未満の方（２割までは自己負担） 市町村民税非課税世帯
※注１　児童区分については、平成24年４月１日に制度拡大による更新が済んでいます。なお、有効期限は、中学３年生年度末までとなっています。
※注２　18歳以上20歳未満のお子様の資格延長には、高等学校等の在学証明書の提出が必要です。
※障害者自立支援施設の入所者についは、住所地特例該当の場合もあります。
詳細は問い合わせください。
　  福祉課　TEL23・5130
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あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

情報

Information A La Carte

お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

児
童
手
当
制
度
の
変
更

　

４
月
か
ら
、「
子
ど
も
手
当
」が「
児
童
手

当
・
特
例
給
付
」に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

支
給
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
６
月
分
か

ら
所
得
制
限
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
制
度
の

詳
細
は
、上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

電
話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

２
・
３
月
分
の
子
ど
も
手
当
お
よ
び
４
・
５

月
分
の
児
童
手
当
を
６
月
８
日
㈮
に
指
定

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
通
帳
記
帳
に
よ

り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
※
今
回
の
支
給
分

は
、所
得
制
限
は
導
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）

ま
た
、
６
月
中
旬
に
上
田
市
か
ら
現
況
届

（
申
請
書
）を
送
付
し
ま
す
。
６
月
以
降
の

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き

で
す
の
で
、
必
要
書
類
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
０
３
９

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書

発
行
業
務
の
休
止

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
上

田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
窓
口
、
自
動
交
付

機（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
、
丸
子
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
、
上
田
創
造
館
）で
の「
住
民

票
の
写
し
」と「
印
鑑
登
録
証
明
書
」の
発

行
を
休
止
し
ま
す
。

●
期
日　

６
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
／
23
日

㈯
・
24
日
㈰

◇
臨
時
窓
口

　
「
住
民
票
の
写
し
」と「
印
鑑
登
録
証
明

書
」に
限
り
発
行
し
ま
す
。

・
９
日
㈯
・
10
日
㈰
／
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
／
市
役
所
市
民
課
、
丸

子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
課

・
23
日
㈯
・
24
日
㈰
／
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
／
市
役
所
市
民
課

　

市
民
課　
　
　

TEL
23
・
５
３
３
４

　
　

情
報
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
１

６
月
は
食
育
月
間
で
す

う
え
だ
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
期
日　

６
月
23
日
㈯

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
時
間　

①
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15

分
、
②
午
後
１
時
〜
、
③
午
後
１
時
40

分
〜
３
時
10
分
、
④
午
後
３
時
20
分
〜

４
時

●
内
容　

①
展
示
コ
ー
ナ
ー（
各
年
代
の

食
事
の
基
準
量
、
生
野
菜
と
加
熱
し
た

野
菜
の
見
た
目
の
違
い
）・
体
験
コ
ー

ナ
ー（
野
菜
を
量
っ
て
み
よ
う
、
楽
し

く
選
ん
で
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）・

試
食
コ
ー
ナ
ー（
地
元
の
米
粉
を
使
っ

た
お
や
つ
の
試
食
）、
②
事
例
発
表「
心

と
体
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
〜

お
い
し
い
食
事　

楽
し
い
食
事
を
目
指

し
て
〜
」／
豊
殿
保
育
園
、
③
講
演「
食

べ
る
こ
と
、
愉た
の

し
む
こ
と
、
生
き
る

こ
と
」／
木
村
ま
さ
子
氏（
こ
と
の
は
語

り
）、
④
地
元
野
菜
の
Ｐ
Ｒ

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

●
持
ち
物　

事
例
発
表
・
講
演
会
参
加
者

は
上
履
き

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

一
瞬
に
し
て
尊
い
命
や
、
大
切
な
財
産

を
奪
う
土
石
流
や
地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ

な
ど
の
土
砂
災
害
の
多
く
は
、
長
雨
や
大

雨
、
雪
解
け
水
が
引
き
金
と
な
り
発
生
し

ま
す
。
万
一
に
備
え
、
普
段
か
ら
家
の
周

り
の
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
、
避
難
経
路

を
家
族
で
話
し
合
い
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
大
雨
注
意
報
や
大
雨
警
報

な
ど
の
気
象
情
報
に
注
意
し
、
強
い
雨
が

降
り
続
い
た
り
、
土
地
に
亀
裂
が
入
っ
た

り
、
危
な
い
と
感
じ
た
と
き
は
早
め
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

　

上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
土
砂
災
害
危

険
箇
所
の
区
域
図
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
河
川
砂
防
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
雨

量
情
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
確
認
で

き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

危
機
管
理
防
災
課

　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱
を

策
定

　

今
年
４
月
、
第
二
次
上
田
市
行
財
政
改

革
大
綱
お
よ
び
具
体
的
な
取
組
項
目（
指

標
・
期
限
）を
定
め
た「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

取
組
期
間
は
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
27

年
度
ま
で
と
し
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来

や
社
会
保
障
費
増
加
等
の
課
題
へ
の
対
応

と
、
自
治
基
本
条
例
と
上
田
市
総
合
計
画

（
後
期
基
本
計
画
）の
具
現
化
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
内
分
権
を
推
進
す
る
た
め
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
で
成
果
を
重
視
す
る

行
財
政
改
革
の
指
針
と
し
て
位
置
づ
け
る

も
の
で
す
。

お
知
ら
せ

今
月
の
表
紙

　５月１日にオープンした丸子
図書館は、広々とした空間の中
でゆったりとした時間を過ごす
ことができます。
　充実した幼児コーナーは生糸
の繭をイメージした楕円形の広
いスペースで、中心に設けられ

丸子図書館

た授乳室が特
徴で、訪れた
小さな子ども
連れのお母さ
んにも好評で
す。

授乳室の内側
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Information A La Carte

　

今
後
は
、
第
二
次
大
綱
お
よ
び
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
自
己
決

定
、
自
己
責
任
に
よ
る
個
性
を
生
か
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」と「
行
政
経
営
」を
推
進
し

ま
す
。
大
綱
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

行
政
改
革
推
進
室

　
　

TEL
23
・
５
１
６
３

女
性
の
た
め
の

悩
み
ご
と
相
談

　

女
性
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す（
予
約
不
要
）。

●
日
時　

６
月
17
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
対
象　

悩
み
ご
と
の
あ
る
女
性

　

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
長
野

地
方
法
務
局
上
田
支
局
内
）

　
　

TEL
23
・
２
０
０
１

国
民
宿
舎「
鹿
月
荘
」

臨
時
休
館

　

館
内
修
繕
工
事
の
た
め
６
月
24
日
㈰
〜

27
日
㈬
の
４
日
間
休
館
と
な
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

上
田
市
国
民
宿
舎
鹿
月
荘

　
　

TEL
44
・
２
２
０
６

上
田
図
書
館
・
創
造
館
分
室

特
別
整
理
の
た
め
休
館

●
期
間　

上
田
図
書
館
／
６
月
７
日
㈭
〜

14
日
㈭

　

創
造
館
分
室
／
６
月
12
日
㈫
〜
14
日
㈭

●
そ
の
他　

休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
返

却
ポ
ス
ト
ま
た
は
他
の
エ
コ
ー
ル
参
加

図
書
館（
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

丸
子
図
書
館
、
真
田
図
書
館
、
武
石
公

民
館
図
書
室
と
、
坂
城
町
・
青
木
村
・

長
和
町
の
各
図
書
館
）に
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

　

上
田
図
書
館　

TEL
22
・
０
８
８
０

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

小
川
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
！

　

小
川
プ
ー
ル
・
サ
ン
デ
ッ
キ
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
16
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈮
の

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
天
候
に
よ
り
ク
ロ
ー
ズ
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

農
振
除
外
等
の
申
出

受
付
業
務
再
開

　

上
田
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見

直
し
の
た
め
休
止
し
て
い
た
、
農
用
地
利

用
計
画
の
変
更
案
検
討
の
申
請
受
付
を
６

月
か
ら
再
開
し
ま
す
。
な
お
、
年
２
回
の

締
め
切
り（
８
月
末
、
２
月
末
）は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

　

農
政
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
２
２

　
　

産
業
観
光
課　

TEL
42
・
１
０
３
７

　
　

産
業
観
光
課　

TEL
72
・
４
３
３
０

　
　

産
業
観
光
課　

TEL
85
・
２
８
２
８

子
ど
も
の
心
配
ご
と
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
が
、
子
ど
も
同
士
の
い

じ
め
、
虐
待
、
体
罰
、
不
登
校
、
家
庭
内

の
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
電
話
で

の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す（
相
談
無
料
。

申
し
込
み
不
要
）。

●
日
時　

６
月
９
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
相
談
室

●
対
象　

悩
み
ご
と
の
あ
る
親
と
子
ど
も

（
子
ど
も
だ
け
で
も
お
受
け
し
ま
す
）

●
当
日
の
相
談
専
用
電
話
番
号　

市
民
プ

ラ
ザ
・
ゆ
う　

TEL
23
・
５
３
９
３

　

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
長
野

地
方
法
務
局
上
田
支
局
内
）

　
　

TEL
23
・
２
０
０
１

催
し

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

丸
子
修
学
館
高
校

１
０
０
周
年
記
念
野
球
試
合

●
期
日　

６
月
16
日
㈯

●
時
間　

始
球
式
／
午
前
９
時
〜
、
第
１

試
合
／
午
前
10
時
〜
、
第
２
試
合
／
午

後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

県
営
上
田
野
球
場（
入
場
無
料
）

●
招
待
校　

帝
京
高
校（
東
京
都
）

※
雨
天
時
、
中
止
の
場
合
あ
り
。

　

丸
子
修
学
館
高
校

　
　

TEL
42
・
２
８
２
７

お
知
ら
せ
／
催
し

新しい監査委員・
教育委員さんです
　４月23日・24日に開かれた市議会臨時会で、
教育委員会委員の任命について議会の同意を求
める議案が提出され、山崎順子氏が新たに任命
されました。任期は、平成28年４月28日までの
４年間です。また、議会から選出される監査委
員には、堀善三郎議員が選任されました｡
　このほか、公平委員会委員に下村敬

ひろ

貴
たか

氏（任
期は平成28年４月27日まで）が、固定資産評価
審査委員会委員に半田榮

ひで

範
のり

氏（任期は平成27年
４月28日まで）が再任されました。

せら知お

山崎順子教育委員 堀善三郎監査委員

　 秘書課　TEL22･3435
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市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

今
年
の「
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

男み
ん
な女
が
つ
く
る
い
き
い
き
上
田
〜
」は
、

「
地
域
か
ら
い
の
ち
は
ぐ
く
み　

世
代
を

つ
な
ぐ　

子
育
て
・
孫
育
て
」を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
す（
参
加
費
無
料
）。

●
期
日　

６
月
24
日
㈰

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
内
容　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
第
４
子
ど

も
劇
団
）／
午
前
10
時
15
分
〜
、
開
会

式
／
午
前
10
時
分
〜
、
講
演
会
／「
地

域
か
ら　

い
の
ち
は
ぐ
く
み　

世
代
を

つ
な
ぐ　

子
育
て
・
孫
育
て
」大
場
ナ

ナ
コ
氏（
バ
ー
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

／
午
前
10
時
30
分
〜
、平
成
23
年
度「
男

女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
表
彰
」受
賞

者
紹
介
／
午
後
１
時
〜
、
交
流
会「
出

会
い
ｄ
ｅ
カ
フ
ェ
」／
午
後
１
時
15
分

〜
●
申
し
込
み　

不
要
。
た
だ
し
、
託
児
希

望
は
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は

人
権
男
女
共
同
参
画
課
窓
口
へ
。

●
そ
の
他　

手
話
通
訳
、昼
食
販
売
あ
り
。

　
　
　

大場ナナコ氏

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

塩
田
の
郷

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
杯

●
日
時　

６
月
23
日
㈯
午
前
８
時
受
付
開

始（
雨
天
決
行
）

●
場
所　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
定
員　

先
着
１
５
０
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
保
険
料
、
飲

食
代
含
む
。
入
場
料
別
途
。
当
日
徴
収
）

●
申
し
込
み　

６
月
18
日
㈪
ま
で
に
電
話

ま
た
は
、
直
接
塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
へ
。

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
39
・
４
４
５
５

博
物
館
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

市
内
の
博
物
館
６
館（
上
田
市
立
博
物

館
・
山
本
鼎
記
念
館
・
信
濃
国
分
寺
資
料

館
・
池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
・
丸
子

郷
土
博
物
館
・
武
石
と
も
し
び
博
物
館
）

を
め
ぐ
り
地
域
の
歴
史
文
化
に
触
れ
な
が

ら
各
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ン
プ
を
集
め

よ
う
。
す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方

に
、
特
製
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。

●
期
間　

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
終
了
ま
で

●
入
館
料　

各
館
規
定
の
入
館
料（
各
館

と
も
市
内
の
高
校
生
以
下
は
無
料
）

　

上
田
市
立
博
物
館

　
　

TEL
22
・
１
２
７
４

乳
房
手
術
経
験
者
の
会

「
や
す
ら
ぎ
の
会
」

●
日
時　

７
月
４
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

（
２
時
間
程
度
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階

●
内
容　

講
習
会「
夏
を
快
適
に
過
ご
す

パ
ッ
ド
づ
く
り
を
学
ぼ
う
！
」吉
澤
英え
い

子こ

氏（
桜
む
ね
の
会
代
表
）、交
流
会（
講

師
を
交
え
て
の
座
談
会
、
情
報
交
換
）

●
対
象　

乳
房
手
術
経
験
者

●
参
加
費　

５
０
０
円（
茶
菓
子
代
）

●
申
し
込
み　

６
月
28
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

真
田
塾
・
時
代
考
証
家

山
田
順
子
講
演
会

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
連
続
ド
ラ
マ『
Ｊ
Ｉ
Ｎ

－

仁

－

』

の
時
代
考
証
家
山
田
順
子
氏
が
、「
時
代
考

証
か
ら
見
た
真
田
の
魅
力
と
時
代
劇
の
裏

舞
台
」と
題
し
講
演
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
24
日
㈰
午
後
２
時
〜
３
時

45
分

●
場
所　

真
田
図
書
館

●
定
員　

70
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

６
月
21
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
真
田
図
書
館
へ
。

　

真
田
図
書
館　

TEL
72
・
８
０
８
０

糖
尿
病
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
上
田

◇
講
演
会

●
演
題
／
講
師　

①「
糖
尿
病
合
併
症
と

は
腎
臓
・
眼
・
神
経
障
害
の
話
」田
中

征ゆ
き

雄お

氏（
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内

科
医
長
）、
大
橋
正ま
さ

明あ
き

氏（
佐
久
総
合

病
院
代
謝
分
泌
部
長
）、
②「
糖
尿
病

〜
予
防
と
治
療
の
た
め
の
生
活
の
知
恵

春の叙勲・褒章受章者
　平成24年春の叙勲・褒章で、受章された
方を紹介します。

せら知お

瑞宝単光章
矢島康夫さん
（大屋）

藍綬褒章
関清子さん
（城北）

　 生活環境課　TEL22･4140
　　 消防総務課　TEL26･0119

関　清子さん：長年にわたり行政相談委員と
して国民の行政に対する苦情
の解決に尽力。

矢島康夫さん：前上田市消防団長。消防団員
として30年以上にわたり、地
域の防災活動に尽力。

催
し
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

〜
」清せ
い

野の

裕ゆ
た
か

氏（
日
本
糖
尿
病
協
会
理
事

長
）、
③「
楽
し
く
遊
べ
る
糖
尿
病
ク
イ

ズ
」仲な
か

元も
と

司じ

氏（
佐
久
市
立
国
保
浅
間
総

合
病
院
地
域
医
療
部
長
）

●
日
時　

①
７
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午
、
②
③
同
日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

上
田
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◇
イ
ベ
ン
ト

●
日
時　

７
月
１
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後

１
時
30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

血
糖
値
な
ど
の
測
定
、
フ
ッ
ト

ケ
ア
、
食
事
・
運
動
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど

◇
共
通
事
項

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

●
そ
の
他　

託
児
あ
り
、
要
予
約（
１
歳

以
上
。
先
着
８
名
）。
６
月
22
日
㈮
ま

で
に
電
話
ま
た
は
健
康
推
進
課
へ
。
な

お
、
託
児
時
間
は
相
談
に
よ
り
調
整
。

●
主
催　

東
北
信
地
域
糖
尿
病
療
養
指
導

士（
Ｌ

－

Ｃ
Ｄ
Ｅ
）育
成
会

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

恋
活
＊
ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

パ
ー
テ
ィ
ー
Ⅱ

　

簡
単
な
料
理
を
し
て
、
楽
し
い
パ
ー

テ
ィ
ー
で
お
友
達
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

６
月
30
日
㈯
午
後
５
時
〜
９
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

目
黒
正
子
氏（
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

●
内
容　

料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム

や
、お
話
を
し
て
お
友
達
を
作
り
ま
す
。

●
対
象　

25
歳
〜
40
歳
の
独
身
男
女

●
定
員　

男
女
各
10
人（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ

●
申
し
込
み　

６
月
25
日
㈪
ま
で
に
電
話

か
、
Ｅ
メ
ー
ル（chuok@

city.ueda.
nagano.jp

）で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

上
田
低
肺
友
の
会

　

肺
の
病
気
に
よ
り
肺
機
能
の
低
下
が
あ

る
方
や
、
在
宅
で
酸
素
療
法
を
受
け
て
い

る
方
と
家
族
の
学
習
交
流
会
で
す
。
会
員

以
外
の
方
も
、気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
26
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

●
内
容　

交
流
会
、
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
、
入

浴
、
顧
問
医
師（
小
林
俊
夫
氏
／
鹿
教

湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
名
誉

セ
ン
タ
ー
長
）に
よ
る
助
言

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
・
お
や

つ
代
。
入
浴
す
る
方
は
別
途
入
浴
料
が

必
要
）

●
申
し
込
み　

６
月
18
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

さ
さ
ら
の
湯
お
か
げ
さ
ま
で

15
周
年
記
念
感
謝
祭

●
日
時　

６
月
20
日
㈬
午
前
10
時
〜

●
場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

●
内
容　

上
田
城
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
手
ぬ

ぐ
い
進
呈（
先
着
１
５
０
名
）、
井
出
五い
つ

男お

歌
謡
シ
ョ
ー（
午
後
０
時
30
分
〜
）、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
２
倍（
午
前
10
時
〜

閉
館
ま
で
）。
ジ
ェ
ラ
ー
ト
ソ
フ
ト
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
特
別
価
格
販
売（
午
前

11
時
〜
午
後
３
時
）

　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　
　

TEL
31
・
１
１
２
６

東
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト

●
日
時　

６
月
24
日
㈰
午
前
９
時
集
合
、

午
後
３
時
解
散（
予
定
）

●
集
合
場
所　

自
然
運
動
公
園
駐
車
場

●
定
員　

80
名

●
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
代
）

●
持
ち
物　

軽
登
山
の
で
き
る
服
装
、
昼

食
、
雨
具
、
水

●
申
し
込
み　

電
話
で
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

ク
ラ
ブ
う
え
だ
へ
。

　

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
う
え
だ

　
　
（
清
水
）　

　
　

TEL
０
９
０
・
３
１
４
５
・
９
８
６
５

催
し

あいそめの湯入館者100万人達成
　別所温泉あいそめの湯（上田市相染閣）の入館者
が５月８日、100万人を達成しました。平成20年
５月に移転新築してから年間約25万人にご利用い
ただいています。当日は、100万人目の利用者と
前後５人ずつの利用者に記念品を贈呈しました。

せら知お

　 健康推進課　TEL28･7123

100万人目の利用者
松崎政夫さん（下組・右から２人目）
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催
し
／
講
座
・
教
室

昭
和
の
時
代
を
思
い
出
し

「
お
町
に
行
こ
う
」

　

中
心
市
街
地
商
店
街
で
、
１
日
ゆ
っ
た

り
楽
し
め
る
場
を
提
供
す
る
事
業
を
平
成

25
年
２
月
ま
で
行
い
ま
す
。

●
期
日　

６
月
15
日
㈮

◇
昭
和
の
名
画
を
見
よ
う
！

●
内
容　
「
愛
染
か
つ
ら
」上
映
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
／
吉
田
房ふ
さ

世よ

氏（
下
関
市
田
中

絹
代
ぶ
ん
か
館
学
芸
員
）

●
時
間　

午
前
10
時
・
午
後
２
時（
２
回
）

●
場
所　

上
田
映
劇

●
定
員　

各
２
５
０
名

◇
街
中
サ
ロ
ン
講
座

●
内
容　

①
異
世
代
サ
ロ
ン
講
座（
異
世

代
交
流
イ
ベ
ン
ト
）、
②
懐
メ
ロ
・
演

歌
で
イ
キ
イ
キ
サ
ロ
ン
、
③
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
交
流
会
、
④
久
保
や
す
子
先
生
の

自
分
史
講
座
、
⑤
健
康
相
談
と
整
体
、

⑥
昭
和
復
刻
限
定
ラ
ン
チ

●
時
間　

①
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
、
②
④
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、
③

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、
⑤
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
、
⑥
午
後
12
時
15
分

〜
１
時
30
分

●
場
所　

①
マ
リ
モ（
海
野
町
）、
②
海
野

町
会
館
、③
海
野
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、

④
ぷ
ち
ら
ぱ
ん（
原
町
）、
⑤
丸
陽
ビ
ル

１
階（
海
野
町
）、
⑥
海
野
町
会
館

◇
共
通
事
項

●
参
加
費　

無
料（
ラ
ン
チ
は
実
費
）

●
申
し
込
み　

Ｅ
メ
ー
ル（info@

show
-

rosengarten.com

）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
22
・

９
９
１
８
）、
ま
た
は
、
電
話
で
ま
ご

の
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
。

　

ま
ご
の
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
坂
井
）

　
　

TEL
０
９
０
・
３
０
９
３
・
６
２
１
２In

fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

講
座･

教
室

初
め
て
の
誕
生
学

〜
聞
き
た
い
、
命
の
話
〜

　

自
分
が
ど
の
よ
う
に
お
母
さ
ん
の
お
腹

の
中
で
成
長
し
て
き
た
の
か
、
ど
ん
な
力

を
作
っ
て
産
ま
れ
て
き
た
の
か
、
親
子
で

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か（
参
加
費
無

料
。
申
し
込
み
不
要
）。

●
日
時　

６
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

●
講
師　

桐
島
真
希
子
氏（
誕
生
学
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
会
議
室

●
対
象　

年
長
〜
小
学
４
年
生
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
・

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
日
時　

６
月
25
日
㈪
、
７
月
３
日
㈫
・

９
日
㈪
・
17
日
㈫
・
23
日
㈪
・
30
日
㈪

の
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階

●
内
容　

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
・
パ
ー
フ
ェ

ク
ト（
Ｎ
Ｐ
）プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は「
完
璧

な
親
な
ん
て
い
な
い
」と
い
う
意
味
の

カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
子
育
て
中
の
親
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
参
加
者
全
員
で
テ
ー

マ
を
決
め
て
話
し
合
い
、
学
び
合
い
、

支
え
合
い
ま
す
。
自
分
に
あ
っ
た
子
育

て
の
方
法
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

０
歳
〜
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

●
募
集
人
員　

10
名（
託
児
あ
り
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

６
月
18
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
へ
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

童
謡
・
唱
歌
を
楽
し
む
講
座

　

大
き
な
声
で
歌
っ
て
気
分
を
ス
ッ
キ
リ

さ
せ
ま
せ
ん
か
。
最
終
回
は
、
西
小
学
校

の
１
年
生
児
童
と
歌
の
交
流
会
を
行
い
ま

す
。

●
日
時　

６
月
25
日
㈪
、
７
月
23
日
㈪
、

８
月
27
日
㈪
、
９
月
13
日
㈭
、
10
月
29

日
㈪
、
11
月
26
日
㈪
の
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

●
講
師　

宮
坂
公
子
氏（
元
東
塩
田
小
学

校
音
楽
教
諭
）

●
場
所　

西
部
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
参
加
費　

６
０
０
円（
受
講
料
。
初
回

に
徴
収
）

●
申
し
込
み　

６
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
西
部
公
民
館
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

講
座
・
教
室

＜広告欄＞

平成25年４月１日採用予定の上田市職員を募集します

せら知お

試験程度 試験区分 採用予定
人員 受　　　験　　　資　　　格 試験科目

大学卒業
程度

一般行政事務

若干名

昭和57年４月２日以降に生まれた方

教養

専門

保健師 昭和52年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を有する方
（平成25年３月31日までに資格取得見込みの方を含む）

短期大学
卒業程度

保育士Ａ 昭和62年４月２日以降に生まれた方で、保育士の資格を有する方
（平成25年３月31日までに資格取得見込みの方を含む）

保育士Ｂ
（実務経験者対象）

昭和28年４月２日以降に生まれた方で、保育士の資格を有し、保育
所の保育士または幼稚園の教諭として実務経験のある方

●受験申込　６月24日㈰～29日㈮午前９時～午後５時に、市役所（募集要項記載の受験申込会場）へ受験者本人が次の必
要書類を持参してください（日曜日も受付。郵送は不可）。

●必要書類　受験申込書・履歴書
　　　　　　80円切手貼

ちょう

付
ふ

の長形３号封筒（合否連絡用に、受験者の住所・宛名を記入）
　　　　　　保健師・保育士区分の各受験者は資格免許証の写し、または修了（卒業）見込証明書
　　　　　　※受験申込書・履歴書は、上田市役所本庁舎１階総合案内および各地域自治センターに備えてあります。

また、上田市ホームページからもダウンロードできます。
●第一次試験　７月22日㈰午前８時30分～（午前８時受付開始）

　 人材開発課　TEL23･5332

一緒に誇りある、よりよい上田市を創りましょう！
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講
座
・
教
室

視
覚
障
害
者
お
し
ゃ
れ
講
座

●
日
時　

７
月
３
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
訓
練
室

●
内
容　

自
分
に
似
合
う
色
を
見
つ
け
る

ヒ
ン
ト
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
へ
の

お
し
ゃ
れ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
講
師

か
ら
い
た
だ
き
ま
す（
参
加
費
無
料
）。

●
講
師　

藤
井
美
香
氏（
カ
ラ
ー
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

●
対
象　

視
覚
障
が
い
者
、
ロ
ー
ビ
ジ
ョ

ン（
弱
視
）お
よ
び
ご
家
族
の
方

●
申
し
込
み　

６
月
26
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
上
小
地
域
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
・
ウ
ィ
ン
グ
へ
。

　

上
小
地
域
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
・
ウ
ィ
ン
グ

　
　

TEL
28
・
５
５
２
２

に
こ
に
こ
赤
十
字

健
康
教
室
参
加
者
募
集

●
日
時　

６
月
28
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
２
時
30
分（
午
前
10
時
受
付
開
始
）

●
場
所　

塩
田
公
民
館

●
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
応
急
手
当
の
方
法
、
寝
た
き
り

防
止
法
な
ど（
昼
食
あ
り
）。

●
対
象　

60
歳
以
上
の
方

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

６
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
福
祉
課
へ
。

　

福
祉
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
９
９
０
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

●
日
時　

６
月
29
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
２
階
大
会

議
室

●
内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
認
知
症
の
人
へ
の「
応
援
者
」と
な

る
一
般
向
け
の
講
座
で
す
。
す
で
に
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
方
も
受
講
で

き
ま
す
。

●
講
師　

中
澤
純
一
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

じ
ろ
べ
ー
理
事
長
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
方

●
定
員　

先
着
50
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

６
月
１
日
㈮
以
降
電
話
で

高
齢
者
介
護
課
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

お
や
こ
で
楽
し
む

リ
ト
ミ
ッ
ク

　

１
歳
半
〜
就
学
前
の
子
育
て
中
の
お
か

あ
さ
ん
、
お
と
う
さ
ん
。
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
リ
ト
ミ
ッ
ク
で
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

●
日
時　

６
月
28
日
、
７
月
12
日
・
26
日
、

８
月
９
日
・
23
日
の
木
曜
日
、
午
前
10

時
〜
11
時（
全
５
回
）

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
会
議
室

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

●
定
員　

先
着
15
組

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
受
講
料
）

●
申
し
込
み　

６
月
12
日
㈫
10
時
以
降
、

参
加
費
を
添
え
て
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

イ
キ
イ
キ
暮
ら
し
の

秘
訣
講
座

●
内
容
／
日
時　

第
１
回「
フ
リ
フ
リ

グ
ッ
パ
ー
」「
楽
し
く
折
り
紙
」／
６
月

18
日
㈪
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
、
第
２

回「
手
話
ダ
ン
ス
」「
手
品
」／
６
月
28
日

㈭
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

西
部
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
参
加
費　

各
１
０
０
円

●
申
し
込
み　

６
月
13
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
、
西
部
公
民
館
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
５
４

乙
種
防
火
管
理
者
新
規

資
格
取
得
講
習
会

●
日
時　

７
月
６
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

東
御
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

特
定
防
火
対
象
物（
店
舗
・
飲

食
店
・
旅
館
な
ど
、
不
特
定
多
数
の
者

が
利
用
す
る
建
物
）で
収
容
人
員
30
人

以
上
、
延
べ
面
積
３
０
０
㎡
未
満
。
ま

た
は
、
非
特
定
防
火
対
象
物（
工
場
・

事
務
所
な
ど
で
、
特
定
防
火
対
象
物
以

＜広告欄＞
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キラリ★輝くこどもたち！

自然が友だち、お山や庭で
思いっきり遊ぼう

上田女子短期大学附属幼稚園

　上田女子短期大学附属幼稚園は昭和53
年に開園しました。東側には明るい上田女
子短期大学のキャンパスがあり、広い園庭
と緑豊かな裏山に囲まれています。これま
でに2,000人を超える児童が当園を卒園し
ました。
　子どもたちは、陽当たりのよい平屋の園
舎や広い園庭、裏山、畑で思う存分に体を
使って遊び、学んでいます。四季折々の自
然に目を見張り、自分の目で確かめて遊び
を作りだしていきます。泥だんご作り、坂
すべり、畑作り、動物飼育などたくさんの
遊びがあります。自分の目、耳、手足を使
い、直接触れて物事の本質を感じ、あるい
は疑問を持つことは、将来、頭で得た知識
と合体して本物の知識になると確信してい
ます。そのために、裏山は子どもたちにとっ

て絶好の遊び場であり、学びの場です。虫
や花、木の実など自然がもたらしてくれる
宝ものをフルに体感し、体も頭も鍛えてい
ます。
　『生き生きしている子ども・健康な子ど
も・心の豊かな子ども』を目標に、子ども
一人ひとりが本来持っている個性が出しき
れるようにしています。園では、子どもた
ちの自主性を尊重し、過保護にならないよ
う、時には抱きしめ、時には離れて見守る
ことを心がけています。また、すべての園
児のことを把握するため、広い遊び場にも
目を配っています。
　上田女子短期大学の先生方とのふれあ
いや、施設を活用できるのもメリットで

す。子どもたちは工作や
音楽、茶道など、一流の
ものに接しながら、実体
験を通して成長していま
す。また、未就園の親子
登園や園開放の時に、地
域の小さな子どもたちと
のふれあいも楽しみにし
ています。

「見て！裏山でクワガタ見つ
けたよ!!」～原っぱにて～

外
）で
収
容
人
員
50
人
以
上
、
延
べ
面

積
５
０
０
㎡
未
満
の
建
物
の
防
火
管
理

者
に
選
任
さ
れ
る
方

●
定
員　

先
着
１
０
０
名

●
受
講
料　

上
小
防
火
管
理
者
協
議
会
員

３
０
０
０
円
、
一
般
４
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

６
月
12
日
㈫
午
前
９
時
以

降
、
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は
丸
子
、

真
田
、
東
御
、
依
田
窪
南
部
消
防
署
へ
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防

課　

TEL
26
・
０
０
２
９

信
州
う
え
だ
医
療
セ
ン
タ
ー

第
69
回
市
民
公
開
講
座

　

血
液
お
よ
び
尿
検
査
で
分
か
る
病
気
に

つ
い
て
、
臨
床
検
査
技
師
が
説
明
し
ま
す

（
参
加
費
無
料
。
申
し
込
み
不
要
）。

●
日
時　

６
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域

医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　

血
液
や
尿
検
査
で
分
か
る
病
気

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

＜広告欄＞

「ワーイ！キリンのすべり台、たのしいね!!」
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講
座
・
教
室
／
募
集

上
小
地
域
自
死
遺
族
交
流
会

　

大
切
な
ご
家
族
を
自
死
に
よ
り
失
わ
れ

た
方
々
に
、
辛
く
苦
し
い
気
持
ち
を
語
り

合
い
、
支
え
あ
う
場
と
し
て
、
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。
安
心
し
て
胸
の
う
ち
を
語

れ
る
会
で
す
。

●
日
時　

６
月
19
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
１
時
受
付
開
始
）

●
場
所　

申
し
込
み
時
に
お
伝
え
し
ま
す

●
対
象　

自
死
さ
れ
た
方
の
親
・
兄
弟
姉

妹
・
配
偶
者
・
子
供

●
参
加
費　

１
０
０
円
程
度（
お
茶
代
他
）

●
申
し
込
み　

６
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課
へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

募
集

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

上
田
市
学
童
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

●
期
日　

７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日

㈯
・
29
日
㈰

●
場
所　

染
屋
台
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
他

●
内
容　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

●
対
象　

市
内
小
学
生
の
野
球
チ
ー
ム

（
育
成
会
・
学
校
単
位
で
）

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円（
開

催
前
の
責
任
者
会
議
で
徴
収
）

●
申
し
込
み　

６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、
丸
子
総
合
体

育
館
、
真
田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所

へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

別
所
線
に
乗
っ
て
各
駅
を

き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か

●
日
時　

６
月
16
日
㈯
午
前
９
時
30
分
集

合
●
場
所　

上
田
駅
別
所
線
改
札
口
前

●
内
容　

担
当
駅
で
の
清
掃
、
別
所
温
泉

あ
い
そ
め
の
湯
で
の
反
省
会

●
持
ち
物　

軍
手
、
雑
巾
、
電
車
賃
他

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

上
田
の
未
来
を
語
る
会

参
加
者
募
集

 

　

地
域
の
青
年
世
代
が
集
い
、
上
田
地
域

の「
経
済
」や「
ま
ち
づ
く
り
」な
ど
を
テ
ー

マ
に
、
１
泊
２
日
で
熱
く
議
論
し
ま
す
。

●
期
日　

６
月
30
日
㈯
、
７
月
１
日
㈰

●
場
所　

ホ
テ
ル
ダ
ボ
ス
タ
カ
シ
マ
ヤ

（
菅
平
高
原
）

●
内
容　

①
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン「
夢
を
持
っ
て
生
き
る
! !
」／
パ
ネ

ラ
ー
・
長
岡
秀ひ
で

貴た
か

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
侍

学
園
ス
ク
オ
ー
ラ
・
今い
ま

人じ
ん

理
事
長
）、

グ
レ
ー
ト
☆
無
茶
氏（
信
州
プ
ロ
レ
ス

リ
ン
グ
代
表
）、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

中
澤
信
敏
氏（
上
田
商
工
会
議
所
青
年

部
会
長
）。
②
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
／
上
田
地
域
の
課
題
と
解
決
方

法
を
熱
く
語
り
ま
す
。
③
異
業
種
交
流

会
●
対
象　

20
〜
45
歳
程
度
の
方

●
定
員　

１
０
０
名

●
参
加
費　

８
０
０
０
円（
宿
泊
費
、
懇

親
会
費
、
朝
食
代
含
む
）

●
申
し
込
み　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、６
月
22
日
㈮
ま
で
に
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
所
属
団
体

（
企
業
）、
年
齢
、
性
別
を
明
記
し
、
上

田
商
工
会
議
所
青
年
部（
大
久
保
）へ
。

〒
３
８
６

－

８
５
２
２（
住
所
不
要
）

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
25
・
５
５
７
７
／
Ｅ
メ
ー
ル
：

ohkubo@
ucci.or.jp

　

上
田
商
工
会
議
所
青
年
部

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

ホ
タ
ル
発
生
情
報
を
募
集

　

ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
作
成
の
た
め
、
ホ
タ
ル

発
生
情
報
を
募
集
し
ま
す
。
情
報
提
供

者
に
は
、「
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
２
０
１
２（
仮

称
）」を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
内
容　

発
見
し
た
日
、
発
見
場
所（
具

体
的
に
）、
ホ
タ
ル
の
数（
お
お
よ
そ
）、

提
供
者
の
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

Ｆ
Ａ
Ｘ（
23
・
５
９
８
１
）、
Ｅ
メ
ー
ル

（hotaru_m
ap@

city.ueda.nagano.
jp

）、手
紙
ま
た
は
、電
話
で
下
水
道
課
、

ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
へ
。

　

下
水
道
課　

TEL
23
・
５
１
２
８

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
神
川
リ
ー
グ
は
昭
和
63
年
に
設
立
。現
在
は
、

神
川
地
区
内
の
自
治
会
毎
10
チ
ー
ム
１
６
９
人
で
構
成
さ
れ
、
５
月

か
ら
10
月
の
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
毎
週
日
曜
日
の
合
同
練
習
や
約
60
回

の
試
合
を
行
う
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

同
地
区
は
真
田
氏
が
徳
川
の
大
軍
を
撃
退
さ
せ
た
第
一
次
上
田
合

戦
の
激
戦
地
。
住
民
の
多
く
は
幼
い
頃
か
ら
神
川
で
遊
び
、
水
に
親

し
み
触
れ
合
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
河
川
敷
に
外
来
樹

木
が
繁
茂
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
水
辺
周
辺
を
整
備

し
、
憩
い
の
場
と
し
て
い
つ
で
も
歴
史
や
清
流
に
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
拠
点
と
し
て
再
生
し
よ
う
と
、
昨
年
、
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ

応
援
事
業
に
応
募
し
ま
し
た
。

　
「
会
員
の
多
く
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
協
力
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
。
神
川
が

荒
れ
て
い
る
の

を
目
の
当
た
り

に
し
、
河
川
周

辺
の
整
備
と
と

も
に
地
域
全
体

の
美
化
活
動
を
行
う
き
っ
か
け

に
し
た
か
っ
た
」と
同
リ
ー
グ

会
員
の
林
利
雄
さ
ん
は
話
し
ま

す
。

　

昨
年
は
、
延
べ
約
60
人
が
参

加
し
て
、
市
道
上
堀
大
屋
線
や

通
学
路
の
清
掃
な
ど
美
化
活
動

を
４
回
実
施
し
、
５
月
と
７
月

に
は
、
約
40
人
が
参
加
し
神
川

橋
か
ら
久
保
林
橋
ま
で
の
河
川
敷
で
、
ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ
な
ど
雑
木
の

伐
採
と
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
に
は
、
神
川
地
区
振
興
会
と
と
も
に
約
75
人
に
よ
り
、

神
川
右
岸
の
水
辺
の
公
園
道
路
際
に
約
７
０
０
株
の
シ
バ
ザ
ク
ラ
を

植
え
付
け
ま
し
た
。

　

同
リ
ー
グ
会
長
の
清
住
元
章
さ
ん
は
、「
神
川
地
区
は
歴
史
的
に
も

脚
光
を
浴
び
て
い
る
真
田
氏
ゆ
か
り
の
地
。
リ
ー
グ
が
地
区
活
性
化

の
一
翼
を
担
え
た
こ
と
が
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
愛
す
る
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
い
い
ま
す
。

リ
ー
グ
会
員
一
丸
と
な
っ
て

神
川
流
域
の
美
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

壮年ソフトボール神川リーグ

壮年ソフトボール神川リーグで
は、わがまち魅力アップ応援事
業の団体を対象とした、特色あ
るまちづくり応援事業の採択を
昨年受け、「キラリ光る〝神川の
郷〞」事業を行っています。同
リーグには神川小学校の児童の
保護者が多いことから、年２回
のPTA作業にもボランティア活
動として参加。昨年は、教室内
の壁面塗装やグラウンドの立木
枝払い・片付けなど大掛かりな
作業を中心に行いました。２年
目となる今年度も、神川流域一
帯の環境整備活動を進め、神川
への愛着と住民相互の一体感を
醸成したいとしています。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

清
住
元
章
さ
ん　
き
よ
す
み
・
も
と
あ
き

＜広告欄＞



四ツ葉ス
ケッチ

　５月１日、中丸子地区の旧カネボウ跡地に丸子図書館が開館し、
オープンセレモニーが開催されました。
　完成した建物は約1,600㎡で、生糸のまちとして栄えた丸子地
域から連想される繭の白を基調とし、特に生糸をイメージさせる
230本の列

れっ

柱
ちゅう

が印象的で、新しさの中にも懐かしさが感じられる
デザインです。
　館内は、棚と棚との距離がゆったりしていて、所々に本が読め
る席があり、郷土コーナーではじっくりと資料を調べることがで
きます。また、46年間、地域に親しまれた丸子金子図書館の地域
文化への思いを継承しながら、市民との協働事業を展開するボランティア室も設置し、
市民力による新たな地域づくりの拠点として、各種の事業を展開します。
　開館日は、テープカットの後に館内でセレモニーが行われ、母袋市長が「人々が集い、
交流できる図書館を目指し、親しみやすく、使いやすい図書館として大勢の皆様にご
利用いただきたい」と挨拶。関係者による内覧が行われました。
　計画に携わった丸子図書館建設運営研究会の横山佳

よし

栄
え

委員は、「環境も整い、たく
さんの方に利用して欲しい」と話していました。

文
化
の
薫
る
新
た
な
創
造
拠
点

丸
子
図
書
館
が
開
館
し
ま
し
た

さくらゆきと史跡めぐり

　

４
月
28
日
、
歴
史
を
テ
ー
マ
に

歌
う
、
小
栗
さ
く
ら
と
遠
野
ゆ
き

の
二
人
組
ア
ー
テ
ィ
ス
ト「
さ
く

ら
ゆ
き
」と
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

フ
ァ
ン
が
、
真
田
氏
に
ゆ
か
り
の

あ
る
史
跡
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
さ
く
ら
ゆ
き
」は
、
上
田
城
千

本
桜
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
戦
国

武
将
を
テ
ー
マ
に
し
た
楽
曲
を
披

露
す
る
な
ど
市
の
催
し
に
も
数
多

く
出
演
し
、
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

史
跡
巡
り
に
は
、
真
田
幸
村
14
代

目
の
子
孫
、
真
田
徹
さ
ん
と
歴
史
研
究
家
の
坂
本

雅ま
さ

央お

さ
ん
も
参
加
し
て
、
歴
史
解
説
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽
気
の
な
か
山や
ま

家が

神
社
か
ら
真
田
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
長ち
ょ
う

谷こ
く

寺じ

ま

で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
、
ほ
こ
ろ
び
始
め

た
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
下
で
住
職
の
話
を
聞
き
、
真

田
幸
隆
夫
妻
と
昌
幸
の
墓
参
り
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
は
小
高
い
尾
根
を
登
っ
た
真
田
氏
本

城
跡
で
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
真
田
雁か
り

丸ま
る

屋
の
塚
田
泰
裕
さ
ん
か
ら
史
跡
の
説
明
を
受
け
、

眼
下
に
広
が
る
真
田
地
域
や
上
田
城
方
面
の
市
街

地
を
眺
め
、
遠
く
戦
国
時
代
の
真
田
氏
が
見
た
で

あ
ろ
う
景
色
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

真田氏に想いを馳せて
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　４月29日、「第８回ノルディックウォーキングin
余
よ

里
り

一里花桃の里」が開催されました。
　今では、武石の春の風物詩としてすっかり定着
している余里の花桃は、地元自治会の皆さんが丹
精込めて育ててきたものです。今年は、寒い日が
続いた影響で開花が少し遅れましたが、入口付近
から中間にかけて、赤や白、ピンクの花が大勢の
花見客を迎えました。
　同イベントは大変好評で、リピーターも多く、
県内外から大勢の参加者が、のどかで美しい里山
の風景を楽しみながら歩きました。
　参加者は「毎年、花桃を見ながら歩くのを楽しみ
にしていました。今年は開花が遅れてまだ見頃で
はなかったのですが、天気も良く、気持ちのいい
汗をかいてのウォーキングで楽しかったです」と話
していました。
　また、５月の連休中はシャトルバスの無料送迎
もあり、普段は静かな余里の里も「世界中で一番き
れいな２週間」の間は多くの人でにぎわいました。

　

４
月
29
日
、
上

田
城
跡
公
園
か
ら

中
心
市
街
地
に

か
け
て
第
30
回
上

田
真
田
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
、
戦
国

武
将
の
真
田
氏
を

テ
ー
マ
に
武
者
行

列
や
決
戦
劇
な
ど

が
行
わ
れ
、
約

６
万
５
０
０
０
人

の
人
出
で
、
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

同
公
園
内
の
櫓や
ぐ
ら

門
前
で
は
開
会
式
後
に
信
州
真
田
鉄
砲
隊
演
武
な
ど
の
出
陣
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
ご
う
音
と
と
も
に
鉄
砲
隊
の
演
武
が
行
わ
れ
る
と
、

観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
出
陣
の
儀
が
行
わ

れ
、
真
田
幸
村
役
で
信
州
上
田
観
光
お
も
て
な
し
武
将
の
歌ま

舞い

姫ひ
め

咲さ
く

耶や

さ
ん
の「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」の
か
け
声
で
櫓
門
前
か
ら
真
田
軍
戦
国
行
列

が
ス
タ
ー
ト
。
中
心
市
街
地
を
約
５
０
０
人
の
武
者
行
列
が
練
り
歩
き

ま
し
た
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
で
は
、
戦
国
グ
ッ
ズ
販
売
や
、
被
災
地

復
興
支
援
物
産
展
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
は
、
中
央
交

差
点
で
第
二
次
上
田
合
戦
を
再

現
し
た
真
田
軍
対
徳
川
軍
の
決

戦
劇
が
行
わ
れ
、
詰
め
か
け
た

観
客
が
迫
真
の
演
技
に
見
入
り

ま
し
た
。
決
戦
劇
を
見
た
片
岡

優
子
さ
ん（
埼
玉
県
）は
、「
初

め
て
上
田
に
見
に
来
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
人
が
い
る
と
思
わ
な

か
っ
た
で
す
。
決
戦
劇
は
迫
力

が
あ
っ
て
良
か
っ
た
で
す
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

第30回上田真田まつり

武者行列や決戦劇でにぎわう

余
里
の
一
里
花
桃

世
界
中
で
一
番
き
れ
い
な
２
週
間
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６
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23
・
５
２
４
１

No.

人口：158,633人　男：77,654人  女：80,979人　世帯数：63,224戸　
外国人登録者数：3,897人　男：1,784人　女：2,113人

人の動き（平成24年５月１日現在）

　

４
月
22
日
、２
年
ぶ
り
に
上
沢
自
治
会
春
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
住
民
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
度
、市
の
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
に「
上

沢
獅
子
神
楽
と
共
に
、
む
ら
の
歴
史
資
源
を
学
び
紹
介
す
る
、

上
沢
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
」が
採
択
さ
れ
、
信
濃
国
分
寺
駅
前
で

の
獅
子
舞
の
披
露
、
郷
土
史
誌「
上
沢
浪
漫
」の
発
刊
、
講
演
会

の
開
催
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、昨
年
は
震
災
の
影
響
で
春
祭
り
を
自
粛
し
た
た
め
、

今
回
は
運
営
側
、
参
加
者
側
と
も
に
、
２
年
分
の
思
い
を
込
め

て
臨
み
ま
し
た
。

　

祭
り
当
日
、
神
輿
を
引
き
な
が
ら
道
中
ば
や
し
に
参
加
し
、

蚕こ

影か
げ

神
社
へ
の
獅
子
舞
奉
納
後
に
は
、
お
待
ち
か
ね
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
受
け
取
っ
た
子
ど
も
た
ち
。

　
「
太
鼓
を
叩た

た

く
の
が
面
白
か
っ
た
」「
友
達
と
の
道
中
ば
や
し

が
楽
し
か
っ
た
」「
は
じ
め
て
見
た
獅
子
舞
が
格
好
よ
か
っ
た
」

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
う
れ
し
い
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
春
祭
り
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
伝
統
を
、
地
域
の
皆

で
、
今
後
も
末
永
く
継
承
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
年
ぶ
り
の
春
祭
り
に
子
ど
も
た
ち
も
参
加

記
事
投
稿
／
上
沢
自
治
会
祭
り
実
行
委
員
会

「広報うえだ」へのご意見・ご要望などをお寄せください。
郵送、電話、FAX、Eメール（koho@city.ueda.nagano.jp）で、秘書課まで。
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